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　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　木　章

　　　　　　　　　1・KT計画

　昭和37年5月24［1夜，秋田実験揚において発射さ

オ1た1〈－8－10号機は発身揺1〔後に事故をおこし，推薬およ

び樹絢破片の数働；実験圭撒方の勝手部落に落ちて，

－msの家ff・　i＝損1馳与えk．こ・1）・ll　－f故にかんがみて，わ

11われ実験班は発射実験の安全性について再検討を行な

い，十分な保安対策を講じた上で実験を継続したいと考

t：，数回の討議の結果，秋田実験場は安全区域力君狭く，

二れに対して＋分な保安対策を力耐ことはきわめて困難

であP・したがって発脚芝験は安全1潮砿い鹿児島宇

宙空問一R測所に移す方がよいとの結論に到達した漉児

島観測所は，はじめの予定で1ま昭和38年3

月に施設の完成をまって使用することになっ

ていたが，当時すでに二つの台地の整地をほ

eir9‘S了Lた状態にts　eたので，これに仮設工

事を施すことによって，予定を早めて突験に

｛網することを考えたわけである．この鹿児

島臨時使用の計「町ヵ竃KT、、1・碕（Kago　g．　hima

丁ran・fe・あるいはT・mp。・aryの意）で，こ

れには仮設工事と磁11にある実験設備の移動

をふくんている．

　KT計画ぱ5月27紹秋田にオiいて提案さ

れ，計画全一般を玉木，事務は渡理が担当し、

夫・渡　理　龍　彦

省瀦協議会が開かれ漉児島描空間観測所の鰍工
事によって8・fi　20日から3。肋犀IIに，　K－8L．1，　AT．

150－1・OT－75－2の3伽飛し・濃験を行紡ことが

了承された．

　　　　　　　　　4．　仮設工事

7月9臥内之浦町役場の議会室を伽て，笑験に必

要な仮施設の工物入札が行なわれ販設観測小屋の施

工｛ま株式会社小牧組，仮設L力工事施工ぱ九州電気エ事

S」・：rt会社1・落札・7月1。　iヨより紅、8・fi　19日まで

に施工を完了することとなった．工事の内犠つぎのと

おりである．

　名　　　　　　称
テレメータ裡測小屋
計測小．屋

本部小梶
本湖冒空室

レーダ槻測小歴

第2光学系観測小塑

第1光学系　　〃

ロケット組立小屋

便所（第1）

〃　（第2）

警備連絡掩体

コンクリ・一卜防笹蛙

フンチVベース

造造
吐穿　，月

鉄筋コンクリート

テレメータアンテナ用華礎

GMD1レーダ用韮礎
別に保安対策は野村教授が1旦．当して，鹿児島におけ・る臨

時的な実験の安全性に万全を期することとなうた．そし

て帰京後関係缶方面の了評を求めるとともに，現地を調

乱て6・Jl　25　Bまでに具体案を作ることとなった．

　　　　　　　　　2，　現地鯛査

　兜児島における土木工事の進捗状況および仮設工項の

可佳性を調査し，かつ，その早期棟用について鹿児島県

および内之浦町の了解を求めるために，6月6Hより糸

！1卜被・野村搬と玉木・渡理の銘槻地に銚む
～・た．

魏の±本工・撫，爾≡多が長びいた肋おくれがちで

紘＝つの鍵と・れ艦鑓路・よ溜のめ鰍態
i　ゐ

f”　s）　oて・天候團復をまっで仮設工事をはじめるとし

L・6月に完成でき赫，ある・・畷並見て劔完成

とす砿・ついて樋な轟，篇行なわれたが，けっきょ

く8　・fl中旬までに鍼させて撒を徹う、と猷意し

を憩嘆児麟および1・ヨ之駒当局か畷正か・・，

ーしてi；働妓持と協加・茄れたので：　f：だち誤

Il職建第案を作ることとなった．

　　　　　　　3，　8月実験の決定
6R　27　H，文縮儲いて・ケ。ト欄に附罷
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　これらの工事は関儲の献舶曾な努力によって急遡こ

進捗し・SA上旬には飾の小騨・完成し細よ）eD

器材の搬入をまって実験に使用できる状態となった．

　　　　　　　5，秋田実験場器材の運搬

　鹿児島におけ硬駈開始の見3齢が立ったところで，

秋田実験場よりの器材の撤収，運嶽が行なわれた，7A

17日よリ撤収作業が開始さオ㍉24日には発送が行なわ

7，・’Lた．そして8月ユ4日までに貨車7鞭をもって全部の

輸送が完了した．

　　　　　　　　　6．　む　す　ぴ

　K－8－10の塩故によって，秋田実験場の使用が不可能

となり，昭和37年撲の飛しょラ実験は一頓座を来たす

おそれがあった・この時期に，すでに鹿児島に新しい実

験場が設農れて籾，しかも仮言笈事によって急速に

使用できるような状態まで」・木工尋1が進んでいたことは

実験班にとってまったく幸いなことであった．

お籾に・この醐的1こ非常な困難を伴ったKT言」・

：酬漁事に実現されたことは，関係当局のかの温魁、

ご理解と・工事担当者の積脚魯なご協力によるものと，

深く感’諸の意を表する次第である．

　　　　　　　　　　　　　　　（1963年5月工日受理）

145


